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鹿児島県立図書館の“今（ナウ）”をお知らせし，図書館と利用者を結ぶ情報紙です。 鹿児島県立図書館

「宝本」――自分にとって大切な一冊，思い出深い一冊を，

県立図書館ではこう名付けています。当館では「おやこ一冊読

書」運動を進めていますが，この運動を広く普及させるため，

皆さんにとっての「宝本エピソード」を今年も募集したとこ

ろ，多くのエピソードが寄せられました。

いただいた全てのエピソードは，期間中，数回に分けて掲示

します。皆さん，どんな本を「宝本」としているのでしょう。

そして，その本にはどんなすてきな思い出が詰まっているので

しょう。

「宝本エピソード展」は，10月19日(土)から11月17日(日)ま

で，当館玄関ホールで開催します。たくさんの皆さんの御来館

をお待ちしております。

今月のレファレンス ｢鶴田義行氏について知りたい｡｣

鶴田義行氏は，『つなごう伊敷の和』(伊敷地域まちづくりワークショップ/編)に次のように紹介

されています。「アムステルダムオリンピック(1928年)とロサンゼルスオリンピック(1932年)で行

われた200m平泳ぎで金メダルを獲得した水泳選手です。鶴田氏は，明治36(1903)年，現在の鹿児島

市伊敷，当時の鹿児島郡伊敷村上伊敷飯山で生まれました。若い頃，伊敷から荒田まで甲突川の水

を引いた石井手用水で泳いでいました。(後略)」

オリンピック連覇という偉業を成し遂げた鶴田氏の生家前には，記念碑と銅像が建てられていま

す。鶴田氏については，『鹿児島大百科事典』(南日本新聞社)，『郷土と日本を築いた熱き薩摩の群

像700名』(下竹原弘志/編)，『かごしま20世紀 上』(南日本新聞社)等で詳しく知ることができます｡

東京オリンピック・パラリンピックまでいよいよあと10か月あまり。この機会に，是非関連図書

を読んでみませんか。

《一般図書》 ９月13日(金) 《児童図書》 ９月23日(月)

○『アンティーク着物万華鏡』 岩田ちえ子/スタイリ

ング 中村圭子・中川春香/編著 河出書房新社

○『アナウンサーがやっている！１分で心に刺さる印

象術』 名和田知加/著 彩図社

○『風魔と早雲』 東郷隆/著 エイチアンドアイ

○『富士山噴火と南海トラフ』 鎌田浩毅/著 講談社

○『おならのサイエンス』 ステファン・ゲイツ/著

関麻衣子/訳 柏書房

○『さかながはねて』 中川ひろたか/ぶん 森あさ子/え
世界文化社
○『タヌキのきょうしつ』 山下明生/作 長谷川義史/絵
あかね書房
○『うそつきタケちゃん』 白矢三恵/作 たかおかゆみこ/
絵 文研出版
○『アート少女 根岸節子とゆかいな仲間たち』 花形みつ
る/著 ポプラ社

○『少年名探偵WHO 透明人間事件』 はやみねかおる/作
武本糸会/絵 講談社（大活字本）＊児童文化室にも入りました。

【たくさんの「宝本」とそれぞれのエピソードが並ぶ】
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〇企画展示 「第１回貴重資料紹介展」

10月17日(木)まで

【開催中】

○一般閲覧室ミニ展示① 「ふるさと文学交流」展

９月29日(日)まで【開催中】

○一般閲覧室ミニ展示② 「県立奄美図書館10周年」

10月１日(火)

～11月17日(日)

○児童文化室ミニ展示① 「本と一緒に宇宙旅行」

９月22日(日)まで【開催中】

○児童文化室ミニ展示② 「スポーツを楽しもうよ」

９月23日(月)～10月22日(火)

県立図書館に届いた

今回紹介していただいた宝本は，白井三香子/作 渡辺あきお/絵の

『ゴリラのパンやさん』（金の星社） です。

*ヒント*
○ 開 館 時 間 火 曜 日 ～ 土 曜 日：９時～21時

※ 児童文化室は19時まで

日曜日・祝日（ ）: ９時～17時

は，休館日

は，学習室のみ開室（９時～17時）

★ は，おはなしのじかん（毎週水曜日 15時30分～16時）

◆ は，土曜版おはなしのじかん（第３土曜日 14時～）

は，一般閲覧室新着図書の日（９月13日,９月27日，10月11日）

は，児童文化室新着図書の日（９月23日）

にじいろのほん『おおかみと七ひきのこやぎ』
なな

グリム/原作（福音館書店）からのクイズです。
げんさく ふくいんかんしよてん

答え，自分の名前，利用者カード番号を書いて，児童文化室
こた じ ぶん な まえ り ようしや ばんごう か じ どうぶん か しつ

にある箱に，10月14日（月）までに入れてください。正解
はこ がつ にち い せいかい

者のなかから抽選で20人にしおりなどのプレゼントを差し
しや ちゆうせん にん さ

上げます。
あ

前回の答えは「②おもち」でした。たくさんの御応募あり
ぜんかい こた ご おう ぼ

がとうございました。

小さい頃から，母が私にも妹弟にも読んでくれた本です。
母は，動物一匹一匹の声を変えて読んでくれて，母の読み聞かせがこ

の本で大好きになりました。そして，みんなでたくさん笑った本です。
いばりんぼうのキツネが出てきます。小さい頃の私には，横入りやズ

ルはいけないというシーンが印象に残っていて，今でも覚えています。
心が温かくなる母と私の宝本です。

じかんがわかるものはどれかな

おおかみがいえにはいってきたとき，こやぎたち

はたまげてかくれようとしました。

おおかみにみつからなかったこやぎは，どこにか

くれていた？

① だんろのうえ ② とだなのなか

③ はしらどけいのはこのなか

カウンターに毎月のように寄贈図書を持ってこられる

方がいらっしゃいます。寄贈される本の多くは，新刊ば

かりで，しかも状態も良好です。

８月21日から貴重資料紹介展「西南戦争錦絵～寄贈資

料で蘇る西南戦争～」が始まりました。展示資料は，寄

贈していただいたものです。また，西南戦争錦絵の研究

者が解説・翻刻を無償で引き受けてくださいました。

ある雑誌スポンサーの企業の代表の方はこうおっしゃ

いました。「県図書の学習室にお世話になった。今度は

県図書のために何かしたい。」

図書館ボランティアの方もいらっしゃいます。

年間，約50万人の方が来館される県立図書館。その運

営は，このようにたくさんのサポーターに支えられてい

ます。

鶴丸城二の丸跡，創立110年を迎えようとする歴史あ

る県立図書館。県民の皆様の信頼と期待，そして力強い

御支援をひしひしと感じる今日この頃です。


